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鳥
取
県
知
事

平
井 

伸
治

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
知
事
会
議
開
催

六
月
二
日
㈫

　

鳥
取
市
青
谷
町
で「
第
八
十
六
回
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
知
事
会
議
」が
開
催
さ
れ
た
。
鳥

取
県
は
昨
年
六
月
に
同
会
へ
加
入
し
た
ば

か
り
。
開
催
地
と
な
っ
た
の
は
初
め
て
だ
。

◉

　

近
畿
二
府
七
県
の
知
事
に
お
い
で
い
た

だ
き
、高
速
道
路
網
な
ど
を
柱
と
し
た「
広

域
関
西
イ
ン
フ
ラ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

の
実
現
や
、
国
直
轄
事
業
負
担
金
に
つ
い

て
の
議
論
、
同
会
の
今
後
の
運
営
の
在
り

方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
論
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

　

鳥
取
県
か
ら
は
「
環
境
と
調
和
し
た
社

会
シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
す
る
緊
急
ア
ピ
ー

ル
」
を
提
唱
し
た
。
近
畿
は
京
都
議
定
書

が
生
ま
れ
た
土
地
柄
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
府
県
で
独
自
の
取
組
み
を
進
め
て

い
る
。
鳥
取
県
で
も
「
鳥
取
方
式
の
芝
生

化
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
緊
急
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
「
鳥
取
発
グ

リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
を
実
行
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
年
末
の
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
で
の
締
約
国
会
議
を
控
え
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
ど
う
取
り
組
む
か
、
結
束
し
て

や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
だ
。こ
の「
鳥

取
宣
言
」
と
も
言
う
べ
き
提
案
は
異
論
な

く
採
択
い
た
だ
い
た
。

　

今
年
度
中
に
鳥
取
自
動
車
道
は
開
通

し
、
山
陰
自
動
車
道
も
順
次
建
設
中
。
今

月
末
に
は
、
境
港
と
韓
国
江カ

ン

原ウ
ォ
ン

道ド

東ト
ン

海ヘ

、

ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
結
ぶ
定
期

貨
客
船
航
路
も
就
航
す
る
。「
大
交
流
時

代
」
を
迎
え
、
関
西
圏
と
の
協
調
は
ま
す

ま
す
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
グ
レ
ー
タ
ー

関
西
の
一
員
と
し
て
、
鳥
取
県
を
北
東

ア
ジ
ア
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
「
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
」
と
位
置
付
け
、
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
。

中
海
・
宍
道
湖
沿
岸
一
斉
清
掃
に
参
加

六
月
十
四
日
㈰

　

鳥
取
・
島
根
両
県
に
ま
た
が
り
、
コ
ハ

◉

ク
チ
ョ
ウ
な
ど
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国

際
的
な
重
要
性
を
持
つ
汽
水
湖
「
中
海
」。

平
成
十
七
年
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登

録
を
記
念
し
、
毎
年
六
月
の
環
境
月
間
に

は
、
山
陰
両
県
及
び
関
係
自
治
体
、
地
域

住
民
の
協
働
に
よ
り
、
中
海
・
宍
道
湖
沿

岸
の
一
斉
清
掃
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

当
日
の
今
日
、
沿
岸
七
市
町
の
各
会
場

に
、
合
わ
せ
て
七
千
四
百
人
以
上
も
の

人
々
が
集
ま
っ
た
。
私
も
朝
か
ら
境
港

市
の
会
場
へ
赴
き
、
溝
口
島
根
県
知
事
御

夫
妻
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
中
海

干
拓
地
西
側
護
岸
の
ゴ
ミ
集
め
に
取
り
掛

か
っ
た
。
木
切
れ
な
ど
の
自
然
物
の
ほ

か
、
空
カ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
ゴ

ミ
の
量
は
想
像
以
上
。
全
会
場
合
わ
せ
て

二
十
八
t
も
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
た
。

　

年
々
参
加
者
が
増
え
、
環
境
美
化
活
動

の
輪
が
着
実
に
広
が
っ
て
い
る
。
環
境
保

全
や
賢
明
な
利
用
の
取
組
み
を
、
山
陰
全

体
で
知
恵
を
出
し
合
い
進
め
て
い
く
こ
と

が
一
層
大
切
に
な
る
。
行
政
に
県
境
は

あ
っ
て
も
、
環
境
に
県
境
は
な
い
。

開催県として挨拶。
「ようこそ鳥取県因幡の国へ」

溝口知事や地元の皆さんと
ゴミ拾いに勤しんだ



�

国
際
定
期
貨
客
船
が
正
式
就
航

六
月
三
十
日
㈫

　

日
本
海
沿
岸
の
各
国
・
各
地
域
が
追
い

続
け
て
き
た
「
夢
」―

昨
晩
韓
国
東
海
港

を
出
航
し
た
国
際
定
期
貨
客
船
「
イ
ー
ス

タ
ン
ド
リ
ー
ム
号
」が
、午
前
九
時
を
回
っ

た
こ
ろ
、
境
港
に
そ
の
船
体
を
現
し
た
。

　

岸
壁
に
接
岸
し
た
同
船
タ
ラ
ッ
プ
か

ら
、
金キ

ム

振ジ
ン

兟ソ
ン

江
原
道
知
事
や
Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク

ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
社
の
鄭チ

ョ
ン

泳ヨ
ン

太テ

社
長
を
始

め
、
百
六
十
名
以
上
の
乗
客
が
次
々
と
降

◉

り
立
っ
た
。
県
議
会
や
関
係
自
治
体
、
地

元
経
済
界
な
ど
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
出
迎

え
、就
航
実
現
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　

境
港
国
際
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て

初
入
港
セ
レ
モ
ニ
ー
。
韓
国
語
で
歓
迎
の

挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
こ
の
航

路
を
経
済
・
文
化
・
観
光
面
で
活
用
し
、

共
に
地
域
の
発
展
を
目
指
し
て
い
こ
う
と

呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
金
知
事
に
対
し
、

鳥
取
県
と
江
原
道
と
の
交
流
推
進
、
航
路

就
航
へ
の
多
大
な
尽
力
に
感
謝
の
意
を
表

し
て
、
第
一
号
の
「
名
誉
県
民
顕
彰
」
を

贈
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

米
子
市
内
で
行
っ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
ベ
ー
ル
ィ
・

ミ
ハ
イ
ル
在
日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
や
、
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
ズ
ブ
リ
ツ
キ
ー
副
市
長

か
ら
も
、
日
韓
ロ
の
人
的
交
流
の
発
展
や

経
済
効
果
な
ど
に
大
き
な
期
待
の
言
葉
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

新
航
路
開
設
が
具
体
的
に
持
ち
上
が
っ

た
の
は
一
昨
年
。
多
く
の
か
た
が
た
の
尽

力
に
よ
り
そ
れ
が
実
現
し
た
。数
十
年
来
、

交
流
を
閉
ざ
す
存
在
だ
っ
た
目
の
前
の
海

が
、
こ
れ
か
ら
は
絆
を
深
め
る
た
め
の
海

と
な
る
。

七
月
一
日
㈬

　

境
港
市
の
「
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
」
で
、

航
路
就
航
の
記
念
式
典
を
盛
大
に
行
っ

た
。
国
内
外
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
出

席
す
る
中
、
境
港
市
美び

哉さ
い

幼
稚
園
の
園

児
が
元
気
な
踊
り
で
祝
福
し
、
式
典
に

花
を
添
え
た
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
と
、
国
を
越
え

て
決
意
を
確
か
め
合
っ
た
。

　

早
速
、
こ
の
航
路
を
使
っ
た
貿
易
が

始
ま
る
。
再
び
東
海
に
向
け
て
出
航
す

る
イ
ー
ス
タ
ン
ド
リ
ー
ム
号
に
、
県
内

企
業
が
製
造
す
る
電
子
部
品
や
日
本
酒
、

廃
ガ
ラ
ス
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
砂
利
な

ど
が
積
み
込
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
は
韓
国

に
輸
出
さ
れ
、
さ
ら
に
七
月
十
二
日
の

便
で
は
、
ロ
シ
ア
向
け
に
県
内
産
ス
イ

カ
が
積
み
込
ま
れ
る
。

　

韓
国
で
は
明
日
、
歓
迎
式
典
が
行
わ

れ
る
。
私
も
出
席
す
る
た
め
、
イ
ー
ス

タ
ン
ド
リ
ー
ム
号
に
乗
船
し
た
。
式
典

で
韓
国
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
よ
う
。

「
鳥
取
県
と
と
も
に
、
未
来
に
向
か
っ
て

前
進
し
ま
し
ょ
う
」
と
。

境港・東海・ウラジオストクを結ぶ、西日本唯一の国際定期貨客船「イースタン
ドリーム号」（ＤＢＳクルーズフェリー㈱）。インターネットゾーンやナイトク
ラブなど設備も充実。旅客定員 約458名・貨物積載 約130TEU

名誉県民顕彰を金知事へ贈呈

たくさんの人々に見送られつつ東海へ 記念式典で関係者の皆さん、子どもたちとともにテープカット


